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要　　旨
　本稿は，児童養護施設におけるレジデンシャル・ソーシャルワークの現状について先行研究を整理・分
析し，児童養護施設におけるレジデンシャル・ソーシャルワークの現状と課題を明らかにした．①レジデ
ンシャル・ソーシャルワークの機能と役割は，「自立支援機能」，「家族支援機能」，「地域支援機能」に整
理することができる．②レジデンシャル・ソーシャルワークの特徴は「自立支援」や「日常生活場面」，
「 チームワーク」にある．
　児童養護施設におけるレジデンシャル・ソーシャルワークの体系化は概念規定を含め未だに発展途上で
あるが，その実像を明らかにしていく必要がある．
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Abstract
   This paper clariﬁed the status of residential social work in Child Foster Care Institutions. As a result of the 
review of the literature, the following became clear. ① As its function and role, it can organize in independent 
support, family support, community support functions.② Its characteristics is in support independent living，
daily life, teamwork. 
   Structure of residential social work in Child Foster Care Institutions is still in development. However, it is 
necessary to clarify its real image.
Key  Word： Child foster care institutions，residential social work，residential work，care work，support 
independent living
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Ⅰ．はじめに
　筆者は社会福祉系大学院（修士課程）を修了後，
社会福祉士資格を持って児童養護施設に入職して
今年度で10年目になるが，その間一貫して児童養
護施設職員の専門性やソーシャルワークについて
探究してきた．2007年の社会福祉士及び介護福祉
士法の改正を契機に社会福祉士現場実習の内容が
大幅に変化し，現場の社会福祉士が実習指導者と
なって実習生を受け入れるといった体制が 2012
年から本格的に始まった．児童養護施設は長らく
ケアワーク中心の業務体系であったため，実習生
にいかにソーシャルワークを見せるのかは，筆者
にとって極めて困難な実践課題であった．
　つまり，児童養護施設におけるレジデンシャ
ル・ソーシャルワークとは何なのかという現実問
題に直面することになった．上田（2012：36）も，
「相談援助職が行うソーシャルワーク実践をめぐ
る論点」として「施設のソーシャルワーカーとし
ての独自の実践とはいったい何なのかという点」
をあげ，「相談援助職が何をすべき存在なのか，
利用者や他職種から必ずしも認知されていない背
景には，相談援助職の存在意義を明確に示せる実
践内容を明確に提示できていないことがある」と
指摘している．
　そのような問題意識の中，宮﨑（2010：73）は，
児童養護施設職員の専門性について，「日常の養
育の営みとソーシャルワーク実践の合わせ技」と
暫定的に定義し，「養育といった保育・教育的な
側面にソーシャルワークの価値・知識・技術が重
なり合ったところに専門性があるのではないか」
と捉えている．
　また，『児童養護施設運営ハンドブック』（厚
生労働省 2015）において，職員の資質向上は，「児
童養護施設における専門性とは何かを具現化する
ことと，実践に関する根拠を示すことが必要」だ
として，エキスパートとスペシャリストという専
門性に関する 2 つの視点を考えている．エキス
パートは「達人的スキルを持つ人」で保育士や児
童指導員が目指す専門性を持つ人で，経験を核に
実践をおこない，それを説明できる客観的視点を
併せ持つことで，実践を理論化する．スペシャリ
ストは「専門的スキルを持つ人」で社会福祉士や
臨床心理士などが目指す専門性を持ち，理論を核
に実践をおこない，エビデンス（根拠）の明確化
とその妥当性を示す．そして，「前者は，生活支
援や自立支援中心のケアワーク，後者は家庭支援
や機関調整，心理的支援などのソーシャルワーク
が中心の職責」と述べられている（厚生労働省 
2015）．
　しかしながら，児童養護施設におけるレジデン
シャル・ソーシャルワークは必ずしも体系化さ
れているとはいえない現状がある．米本（2012：
86）は「生活施設におけるレジデンシャル・ソー
シャルワークは，生活相談員の職務の現実を反映
させればよいというものではなく，歴史的に『施
設』が負ってきた負の遺産をどう解消するかとい
う重要な課題も含め，そのためにはレジデンシャ
ルワークにおけるアドミニストレーションへの視
野も設定し，かつケアワークやケアマネジメント
との比較において独自性・固有性を主張しうるも
のでなくてはならない」とし，「その意味では，
レジデンシャル・ソーシャルワークの理論的・実
践的枠組みは現存しているのではなく，構築し
なければならない」と述べている．深谷（1999：
117）は，「レジデンシャルワークまたはレジデン
シャル・ソーシャルワークの研究は英米の社会福
祉研究の中では極めて傍流であり，わが国での文
献紹介すら殆どなされていない」とし，「我が国
におけるレジデンシャルワークまたは施設実践の
研究を概観するとき現場の実践経験に基づく積み
重ねはあるものの，実証的研究に基づく理論化が
進んでいるとは必ずしも言えない現状にある」と
述べている．
　北川（1994：11）は生活型児童福祉施設におけ
るソーシャルワーク実践について，「わが国の場
合，施設実践とソーシャルワークの関係につい
て，これを研究論文にまとめて言及したり著書
（翻訳書）として刊行されることが他の研究領域
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　まずは，①レジデンシャル・ソーシャルワーク
の概念規定では，レジデンシャルワークとの関連
において概念規定を整理した．レジデンシャル
ワークを比較対象としたのは，米本（2012）も述
べるように，レジデンシャル・ソーシャルワーク
の独自性・固有性を主張する上で必要な作業で
あったからである．
　次に，②児童養護施設におけるレジデンシャ
ル・ソーシャルワークの機能と役割では，一般的
なレジデンシャル・ソーシャルワークの機能と役
割を整理した上で，児童養護施設におけるレジデ
ンシャル・ソーシャルワークの機能と役割をまと
めた．また，ケアワークとソーシャルワークの関
係についても整理した．
　そして，③児童養護施設におけるレジデンシャ
ル・ソーシャルワークの特徴では，レジデンシャ
ルワークとの関連においてその特徴を整理した．
レジデンシャルワークの特徴の整理は，児童養護
施設におけるレジデンシャル・ソーシャルワーク
の特徴を強調するために行った．
1 ．レジデンシャルワークとレジデンシャル・
ソーシャルワークの関係
⑴　レジデンシャルワークの概念規定
　『現代福祉学レキシコン（第 2 版）』において，
小笠原は施設ソーシャルワークを以下の 3 点の総
合的・一体的体系として定義している．
　①　 日常生活援助としてのケア（care）－介護
や基本的生活習慣の獲得などを含む－を基
礎にして，社会的自立をめざす自立・発達
（広義の教育）への援助，障害改善・克服
への治療・訓練を軸とする生活形成を目的
とする個別援助の体系．
　②　 施設生活の中での人間関係の調整や心理
的・情緒的支持・援助，家族関係の調整，
さまざまな集団活用への援助など従来の
ケースワーク，グループワーク，集団援助
の方法などのソーシャルワークの体系．
と比較して極めて少ないことは，当該領域の特徴
の一つとされてきた」と述べている．山本（2011：
44）も児童養護施設における実践研究において，
「ソーシャルワークの視点の必要性は考えられる
ものの，先行研究を概観する限りでは，施設にお
けるソーシャルワークは成熟しているとは言え
ず，文献数も多くはない」と述べている．
　このように実践現場でレジデンシャル・ソー
シャルワークは必要とされているものの，それに
関する文献数は少ない現状がある．そこで本論文
では，児童養護施設におけるレジデンシャル・
ソーシャルワークの現状について先行研究を整
理・分析し，児童養護施設におけるレジデンシャ
ル・ソーシャルワークの現状と課題を明らかにす
ることを目的とする．
Ⅱ．文献検討
　本論文では，文献入手にあたり，CiNii（国立
情報学研究論文情報ナビゲータ）を使用し，2016
年 8 月 1 日に検索を行った．年代や形式を指定せ
ず，キーワードには「レジデンシャル・ソーシャ
ルワーク」，「レジデンシャルワーク」，「施設ソー
シャルワーク」を用いた．キーワードに「レジデ
ンシャルワーク」を用いたのは，レジデンシャル
ワークの中にソーシャルワークも含まれるからで
あり，「施設ソーシャルワーク」を用いたのは，
レジデンシャル・ソーシャルワークと同義である
からである．重複している文献，及び内容が目的
と関係しないと考えられるものを除き11編の文献
を入手した．また，入手した文献の参考・引用文
献等から本論文に関係が深いと考えられるものを
含め計30編の文献をレビューの対象とした．
　本論文では，児童養護施設におけるレジデン
シャル・ソーシャルワークに関する文献は必ずし
も多くない現状の中，その現状について整理する
ことも含め，まずは全体像を把握する必要があっ
たため，今回入手した文献内容を検討し，以下の
ように①概念，②機能と役割，③特徴と大きく 3
つに分類を行った．
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　③　 援助の見通しを持った展開としての援助計
画，その円滑な運営としての業務の組織的
運用・業務分担，業務組織，チームワーク
の方法，勤務管理，人事管理，経営管理な
どの社会福祉運営管理法（小笠原 1998）．
　つまり，「パーソナルケアを基礎として，ソー
シャルワークと施設運営管理の方法・技術の 3 つ
の方法の総合的，一体的体系が社会福祉施設にお
ける援助方法・技術（レジデンシャルワーク）の
体系」としている（小笠原 1991：73）．
　また，秋山はレジデンシャルワーク（居住施設
援助技術）を以下のように定義している．
　　 　レジデンシャルワークはケースワーク，グ
ループワーク，コミュニティワークとソー
シャルワーク・アドミニストレーションとケ
アワークを要素としている複合的な実践方法
である（秋山 2008：61）．
　一方，山縣は児童養護におけるレジデンシャル
ワークを以下の 4 つに分類しているが，アドミニ
ストレーションは含まれていない．
　①　 個人の生活の維持・向上のための活動（ケ
アワーク）．
　②　 グループを対象としたソーシャルワーク
（グループワーク）．
　③　 地域を対象としたソーシャルワーク（コ
ミュニティワーク）．
　④　 家族を対象としたソーシャルワーク（ファ
ミリーソーシャルワーク）（山縣 2006：
19）．
　伊藤は，レジデンシャルワークをケアワークと
ソーシャルワークの総体として捉え，先行研究レ
ビューの結果から，児童養護施設におけるレジデ
ンシャルワークを以下のように整理している．
　①　 児童養護施設におけるレジデンシャルワー
クは，すべてソーシャルワークの視点，理
念，方法などが用いられるべきである．よっ
て，レジデンシャルワークを「ソーシャル
ワーク」と「ケアワーク」とに明確に二分
することは不可能であり，また重要な意味
をなすものではない．
　②　 レジデンシャルワークは，施設利用者やそ
の家族に対して行う援助といったミクロレ
ベルの実践だけでなく，利用者の施設生活
や退所後の地域生活を快適なものに改善す
るために行政や社会に働きかけるソーシャ
ルアクションや，職員間や機関間の連携を
良好なものにするためのアドミニストレー
ションといったマクロレベルのソーシャル
ワークを含む実践でなくてはならない．（伊
藤 2007a：91）．
　Payne は，「レジデンシャルワークはソーシャ
ルワークである」とし，目標は「クライエントの
社会生活機能を維持し，高めることにある」と述
べ，その目的を以下のように整理している．
　　・ 入居にともなう，また家族や友人との分離
にともなう苦しい経験にクライエントたち
が対処するように援助すること．
　　・ クライエントたちが新しい主要な生活集団
へ適応していくのを促進すること．
　　・ 入所をもたらすに至った多様な生活問題を
解決していくようにクライエントたちを援
助すること．
　　・ クライエントたちが「外部の」社会と接触
していけるように助力すること．
　　・ 施設生活場面の内外にある意味のある関係
を維持していくようにクライエントたちを
援助すること．
　　・ クライエントたちに「旅立ち」－それが地
域社会で新生活を築くために施設を立ち去
る場合，また他の施設に移る場合を意味す
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るにせよ，あるいは末期ケアにある人び
との例のように，本当に死を迎える準備
を意味するにせよ－の用意をさせること
（Payne ＝ 1980：290-292）．
　そして，米本（2012：84）は，「レジデンシャ
ルワークとレジデンシャル・ソーシャルワークを
分離して論じるのは，前者が施設の全体的な経営
管理運営の実践を枠づけするのに対し，後者は前
者に含まれるソーシャルワーク実践を枠づけする
ためである」と述べている．
⑵　レジデンシャル・ソーシャルワークの概念規定
　『エンサイクロペディア社会福祉学』におい
て，福富は施設ソーシャルワークを以下のように
定義している．
　　 　施設ソーシャルワークという用語は入所施
設における実践を差す用語であり，欧米では
レジデンシャル・ソーシャルワークあるいは
レジデンシャルワーク，レジデンシャルケア
などの用語が用いられる．日本において用い
られる介護実践を差すケアワークよりも広い
範囲を含む概念であり，その内容は入所者に
対するケアの提供や相談機能といった直接的
なアプローチだけでなく，職員集団や利用者
に提供するさまざまなプログラム，サービス
の質の向上やリスクマネジメント等，施設全
体の運営管理を含む概念と考えられる（福富 
2007）．
　また，芳賀は特別養護老人ホームにおけるレジ
デンシャル・ソーシャルワークを以下のように定
義している．
　　 　サービス提供主体である施設内の様々な機
能（組織・建物・運営・処遇方針等）を充実
させ，入居者はもとより地域やその住民に対
して情報提供を行い，総合的な福祉サービス
を展開すること（芳賀 2006：83）．
　一方，竹内は，レジデンシャル・ソーシャルワー
クを「ケアワークとソーシャルワークを統合した
もの」として捉え，高齢者施設における利用者支
援（レジデンシャル・ソーシャルワーク）を実習
教育に関連づけて以下のように述べている．
　　 　単に身辺的な生活支援のみにとどまること
なく，人との関係性をもっとも重要な課題と
して捉えることにより，人間の尊厳を守って
いくことが最も大切なのである．利用者の思
いや声に耳を傾け，ややもすると受動的にな
りがちな高齢者の日々の生活において，職員
が積極的に介入し，毎日のプランを共に考え，
生きる意味を与えられることができるかどう
かが重要であろう．毎日の身辺的なケアにお
ける積極的な介入をレジデンシャル・ソー
シャルワーク実習教育の根幹におきつつ，そ
こでのコミュニケーション技法や面接技法
（日常生活場面面接），ケアプラン策定にお
けるアセスメント技法について学ぶことは，
もっとも重要な実習課題の一つであるいえる
（竹内 2013：30）．
　そして，北川は，児童養護施設における支援過
程をソーシャルワークと関連させて以下のように
暫定的に定義している．
　　 　子ども家庭福祉に連なる法制度が共通し
て掲げる理念や目標を達成するために，あ
るいは各人が保持する困難を跳ね返す〈力
（resiliency）〉に着目しながら，環境との相
互接触面に生起した施設を利用する子どもと
その家族が抱える生活課題（life task）への
処理能力（coping ability）を高め，応答性
（responsiveness）の増進を図るために，人
としての尊厳に充ちた生活の基盤となる衣食
住並びに健康管理に関する知識と技術を駆
使しながら，実際の業務は日常生活の〈世
166  高知県立大学紀要　社会福祉学部編　第66巻 
話（care）〉を媒体（support media）に，子
どもと家族の生活を支援し，権利を擁護する
取り組み（practice of social work with care 
for living），あるいは目的意識的なかかわり
の過程（purposeful supporting process）と，
それを計画し評価するまでの取り組み全体に
よって構成される（北川 2010：49）．
⑶　2 つの概念の関係性
　これまでの文献レビューの結果をまとめると，
レジデンシャル・ソーシャルワークの概念規定と
も関連するが，レジデンシャルワークはケアワー
クとソーシャルワーク，アドミニストレーション
の総体として捉えられることが多い．レジデン
シャル・ソーシャルワークはレジデンシャルワー
クの中でもソーシャルワークの視点や枠組みを強
調した概念であるといえる．
2 ．児童養護施設におけるレジデンシャル・ソー
シャルワークの機能と役割
⑴　レジデンシャル・ソーシャルワークの機能と
役割
　中村は，施設におけるソーシャルワークが取り
組むべき生活課題を以下の 3 つに大別している．
　①　 再び施設の外で暮らすために取り組む必要
がある課題．
　　　・ 虐待で入所した児童の心理的ケアと保護
者との関係の回復
　　　・精神障害や情緒障害の治療
　　　・行動障害の軽減
　　　・対人関係や社会生活上の技能の習得
　　　・就労に必要な生活態度と技能の習得
　②　 施設での暮らし自体を，可能な限り，地域
での普通の暮らしに近づけるために取り組
む必要がある課題．
　　　・プライベートな時空間の確保
　　　・少人数の暮らしの実現
　　　・その人に合った生活リズム
　　　・職員の不適切な対応をなくす
　　　・外出する機会の確保
　　　・外部の人と交流する機会の確保
　③　 個別的な生活課題．例えば，行動障害への
対応，対人関係の調整，社会生活上の技能
の習得，心身の安定，家族との関係調整な
どのなかで，必ずしも①の課題にはなら
ないが，対応する必要がある課題（中村 
2010：81）．
　上記の生活課題に対して取り組まれるのがレジ
デンシャル・ソーシャルワークであるといえ，そ
の特徴と機能を川上は以下のように整理してい
る．
　
　　 　施設を中心に用いられるソーシャルワー
ク．入所相談や入所利用契約から援助が開始
される．施設内の援助は定型的で必要なサー
ビスも揃っており , 静的な印象があるが , 決
して簡単な援助というわけではない . 一人ひ
とりの利用者の状態や希望に応じた援助目
標・援助計画を立て，施設内サービスのマネ
ジメントを行うだけでも大変な業務である．
また，そのモニタリングや苦情対応，それら
を受けての職員研修の企画実施．効果測定や
施設サービス評価，利用者組織・家族組織づ
くり，家族との連携，情報開示，他事業所と
の連携，地域との関係づくりなど，利用者と
施設環境の接点に介入し，利用者の満足度や
QOL を高めたり，地域自立生活に向けた生
活・就労支援等あらゆる援助を含む．退所・
卒園支援などフィールド・ソーシャルワー
クにまたがる部分も存在する（川上 2008：
152）．
　そして，米本は，以下の「レジデンシャル・
ソーシャルワーク 9 機能モデル」を提示している．
　①　 利用者の〔心＝身＝社会連関・生活・環境〕
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に関する情報の集約点であること．
　②　 利用者への個別援助計画の作成・実施・モ
ニタリング・評価の機能
　③　 利用者の個別相談援助機能（狭義の固有の
ＳＷ実践）
　④　調整機能
　⑤　施設評価機能と施設改革機能
　⑥　資源開発機能
　⑦　研究機能
　⑧　教育機能
　⑨　 リスク・マネジメント機能（米本 2012：
88-89）
⑵　児童養護施設におけるレジデンシャル・ソー
シャルワークの機能と役割
　林は，児童養護施設におけるソーシャルワーク
実践としての独自機能を以下のように整理してい
る．
　①　 家庭援助は，一時的・代替的受け皿とでも
いえる養護施設の主たる機能であり，児童
相談所との連携のもとで進められるべきも
のである．
　②　 自立援助は，広義には施設養護全体を指す
ともいえるが，ソーシャルワーク実践とし
ての自立援助は，退所計画および独居生活
に向けての援助計画の作成等，自立過程を
整合性と一貫性をもって援助するためのシ
ステムを包括した概念である．
　③　 家庭援助と自立援助の並行（林 1994：
101）．
　伊藤は，児童養護施設に期待されているレジデ
ンシャルワークの機能を以下のように整理してい
る．
　　 　児童養護施設における第一義的機能ともい
える家庭に代わって子どもを養育するという
『養育・保護機能』は，すべての機能の基盤
をなすものである．そして，すべての実践の
目標が『子どもの自立』にあるため，『自立
支援機能』はその他の機能を包括する実践理
念に近い位置づけとなるであろう．この『養
育・保護機能』と『自立支援機能』の 2 つの
機能の間をつなぐ機能として『教育的機能』
『治療的機能』『家族援助機能』『地域支援機
能』が存在する．児童養護施設が果たすべき
機能とは，この 6 つの機能に集約される（伊
藤 2007b：45）．
　伊藤はレジデンシャル・ソーシャルワークの機
能そのものを整理している訳ではないが，「自立
支援機能」や「家族援助機能」及び「地域支援機
能」はソーシャルワークとより深く関係している．
　そして，松岡・小山は，児童養護施設における
実践事例を検討する中から見えてきたソーシャル
ワークの機能と役割を以下の 3 点にまとめてい
る．
　①　 調停機能やケースマネジャー機能．専門職
者として適切なサービス提供とその継続や
個人，家族，地域間での意見調節を行って
いくことは援助展開過程においても重要で
ある．
　②　 連携機能と仲介機能．子どもの家庭復帰と
最善の利益を確保するためにはインフォー
マル及びフォーマルな社会資源との結びつ
きを必要とする．
　③　 処遇機能（直接的援助機能）と保護機能．
親からの不利益の回避や一時保護，子育て
の支援，養育の手助けは，子どもの家庭復
帰と家庭の自立機能を高める（松岡・小山 
2008：38）．
　また，小川は，児童養護施設児童への養育実践
に関する援助方法や技術の枠組みについて検討し
た結果，以下のことを整理している．
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　　・ アドミッションケアおよびリービングケア
においては，ソーシャル・ウェルファ（原
文のママ）・アドミニストレーションの考
え方が強く求められる．つまり，職員個々
の関わりだけでなく，施設としての機能や
援助体制を有することが求められる．
　　・ ソーシャルワーク活動はインケアからアフ
ターケアにおいて求められる援助技術であ
る．インケアにおけるソーシャルワーク活
動は幅広いものであるが，リービングケア
およびアフターケアにおいては，情報収集
や関係機関との連絡調整が主となる．
　　・ インケアにおけるケアワークはソーシャル
ワークの技術・方法をもって裏付けられる
側面がある．特に現在の児童養護施設が困
難を抱える要因である発達課題への支援，
家族調整，問題行動への対応には，ソー
シャルワーク活動を通しての対象理解が不
可欠である（小川 2010：23）．
　以上，これまでの文献レビューの結果をまとめ
ると，レジデンシャル・ソーシャルワークの機能
と役割は幅広く多様であるが，児童養護施設にお
けるそれは「自立支援機能」，「家族支援機能」「地
域支援機能」に大別し，整理することができる．
それは，インテークから始まり，アドミッション
ケア，インケア，リービングケア，アフターケア
につながる連続性の中で関連しつつ展開されなけ
ればならない．
⑶　ケアワークとソーシャルワークの関係
　児童養護施設は歴史的にも長らく収容保護が強
調されてきた．戦災孤児に顕著に見られるように
親がいない子どもに対する養育・保護機能を中心
とするケアワークの側面が強かった．つまり，ケ
アワークが前面に出ていることで，ソーシャル
ワークが背後に隠れている状況が久しく続いてい
るが，ソーシャルワークとケアワークは実践現場
にとって必要不可欠のものであるため，両者の関
係についてあらためて見ていくこととする．
　黒川は，ケアワークとケースワークやグループ
ワークなど専門サービスとの相違性を以下のよう
に整理している．
　　 　ケアー（原文のママ）・ワークの場合は，
里親の養育サービスに典型的に見られるよう
に，より「人間性」が重視され，愛，親切，
やさしさなど人格的側面が重視される．それ
に対して，ケースワークやグループワークの
場合は，「技術」を媒介とした接触であるの
で，比較的に人格性は背景にかくれ表面的に
は問題とされない（黒川 1982：19）．
　根本は，施設ケアとソーシャルワークの機能と
関係を以下のように整理している．
　　 a ．生活施設における処遇の基本部分は，入
居者に安定した生活を与えて日常生活援助を
することである．これがケアの中心的機能で
ある．b ．そうした日常的サービスの展開過
程で，たとえ施設内外の専門家の協力が得ら
れるとしても，しばしば高度の知識・技術を
要する関わり方が同時に求められている．そ
こで，スーパービジョン体制の必要性も生じ
る．c ．施設という人為的生活集団において
は入居者間，入居者・職員間，職員・組織間
等の意識的な関係調整や集団の力学の活用が
重要で，その面では基本的にソーシャルワー
クの方法が有用である．d ．家族や地域社会
や社会機関との関係においても生活条件や制
度の改革においてもソーシャルワークの方法
が用いられなければならない．この a ．b ．
c ．d ．は互いに強く影響し合っている（根
本 1986：8）．
　そして，相澤は，「ケアワークはソーシャルワー
クの目的である自己実現に向かう第一歩」として
捉え，以下のように結論づけている．
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　①　 ケアワークはソーシャルワークの一部であ
る．それは，社会生活上の困難を排除し，
援助するという同一の機能と自己実現とい
う同一目標をもつからである．
　②　 ケアワークは専門性をもつ必要がある．現
在のところ専門職として位置づけられてい
ない（相澤 1984：60）．
　佐藤は，ソーシャルワークとケアワークの関係
を以下のように捉えているが，ケアワークはソー
シャルワークの中に統合すべきだと述べている．
　　 　ソーシャルワーカーは主たる機能として
ソーシャルワークを行い，従たる機能として
ケアワークを行うことを，そしてまた，ケア
ワーカーは主たる機能としてケアワークを行
い，従たる機能としてソーシャルワークを行
うことを視野の中に含めておくべきである
ことを再確認する必要がある（佐藤 1989：
110）．
　深谷（1997：116）は，ケアワークとソーシャ
ルワークの関係を論じている代表的な三者（黒川・
根本・相澤）の論点を整理し，比較検討してい
る．その結果，「ケアワークをソーシャルワーク
の一部と捉える」として，「生活場面面接」の概
念を採用することにより，「社会福祉士の養成教
育にケアワークを置く理由が正当化される方向が
見えることになる」としている．つまり，「①施
設実践全体をソーシャルワークの視点でとらえ，
②『生活場面面接』の概念によって日常の生活場
面をソーシャルワークスキルを用いた援助の場と
して考える『正当性』の主張の糸口が見え始めた
ことになる」と述べている．
　上記の相澤・佐藤・深谷の三者は程度の差はあ
るにせよケアワークをソーシャルワークの一部と
捉えているといえる．
　稲垣は，「ソーシャルワーク実践には生活場面
面接の方法が活用される」とし，以下のように述
べている．
　　 　［インケア］の場面を生活場面面接として
とらえると，ソーシャルワーカーは［インケ
ア］を担うのではなく，［インケア］を通し
てソーシャルワークを展開していく，あるい
は，［インケア］の場面を活用してソーシャ
ルワークを展開していくことが必要なものと
考えられる．換言するならば，［インケア］
が展開される場面を端緒として，ソーシャル
ワークを展開することが必要であり，場面と
しては，ソーシャルワークのニーズとケア
ワークのニーズが重複して表出された状態で
はあるが，加えられるアセスメントの枠組み，
計画される支援，介入方法，機能すべき専門
性は可分と考えれる（稲垣 2014：83）．
　また，竹内はケアワークの概念規定について先
行研究を検討した結果，ケアワークをソーシャル
ワークに近い援助技術や看護の基礎技術の要素を
含むものとして捉え，経験的な仮説を以下のよう
に規定している．
　①　 社会福祉の固有の方法（社会福祉援助技術
の一つ）であること．
　②　 ソーシャルワークの方法・技術そのもので
はないが，実践的にはソーシャルワークの
技術を応用しながら，総合的・重層的な
（ケースマネジメントのようなものを想定
している）領域に固有性がある．
　③　 固有の領域とは，生活基盤を基本にしたも
ので，「目的」が生活の基本領域の「健康
を回復すること」ではなく，「生活の基本
的な営みと切り離せない領域であって，そ
の目的は，自立支援に向けた相談援助も含
めた技術」である．（竹内 2004：187）．
　一方，橋本は高齢者福祉領域で社会福祉士の実
習を行った学生への質問紙調査と介護福祉士の実
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習を行った学生への質問紙調査の結果を通して，
高齢者への福祉実践としてのソーシャルワークと
ケアワークのあり方を以下のようにまとめてい
る．
　　・ 施設を中心とした高齢者援助としてのソー
シャルワークとケアワークは渾然一体とし
ていること．
　　・ 社会福祉士と介護福祉士の双方がソーシャ
ルワークとケアワークの両方を必要とし
ていること．
　　・ 両者はコミュニケーションの内容をはじめ
同一のベースの部分が多いが，実践（援
助）内容には一定の濃淡があること（橋本 
2004：8）．
　そして，石田・住居・國定は，介護老人福祉施
設における生活相談員と計画担当介護支援専門員
の業務分析を行い，以下のように考察している．
　　 　相談員の 1 日当たりの平均累積時間と 1 日
当たりの平均発生回数では，大分類『ケアワー
ク』『間接業務』『チームマネジメント』が従
事時間の上位 3 項目を占めた．すなわち，ケ
アワークと周辺業務（事務・雑用）が時間上
位を占める中，相談員のレジデンシャル・
ソーシャルワークの専門性の評価に関連する
項目は，中下位に現れる結果となった．平均
累積時間の順位からみると，ケアワークとそ
の周辺業務がソーシャルワーク専門業務に介
在するため，利用者や他職種に対して相談員
が専門性とするソーシャルワークをケアワー
クに兼務にしている現状があるものと考え
る．生活と密着したサービス提供を行う『ケ
アワーク』は，利用者に相談員のソーシャル
ワークが関わる際に必然的にケアワークを通
じて，直接福祉援助を担う実態があるものと
考える（石田・住居・國定 2010：12-13）．
　以上，ケアワークとソーシャルワークの関係に
ついては，ケアワークがソーシャルワークの一部
と捉えている先行研究が多いといえる（筆者の意
見と異なるが）．
３．児童養護施設におけるレジデンシャル・ソー
シャルワークの特徴
⑴　レジデンシャルワークの特徴
　まず，根本は，施設処遇を「 1 日24時間を通じ
て何らかのケアを必要とする対象者のためには，
有効かつ効率的な方法である」とし，その利点を
以下のように整理しており，レジデンシャルワー
クの特徴を考える上でも参考になる．
　①　基本的生活条件の確保．
　②　人為的生活集団のもつ利点．
　　・仲間を得ること
　　・新しい人間関係が情緒安定に役立つ
　　・ 集団のもつ規制力や生活規則が，利用者の問
題行動の改善や社会性の発達に役立つ
　　・ 種々のグループ活動ができ，それへの参加
がニード充足に役立つ
　③　専門サービスの提供．
　　・ 専門的サービスのための職員・設備・シス
テム
　　・専門的機能とサービス・プログラム
　④　全体処遇（根本 1979：55-56）．
　そして，Clough は，レジデンシャルワークの
特質として，以下の 3 点をあげている．
　　・ スタッフの仕事の多くが他のスタッフや入
居者の面前で遂行されること．
　　・ スタッフの仕事は，グループとしてであれ，
ユニットとしてであれ，多くのスタッフに
よって遂行されること．
　　・ 仕事の多くに「完成」というものがないこ
と（Clough ＝ 2002：30-31）．
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　また，山縣（2005：152）は，児童養護の現場
において，「レジデンシャルワークを，レジデン
シャルソーシャルワークと，レジデンシャルケア
ワークの 2 つに分け，児童指導員が主として行う
業務を前者，保育士が主として行う業務を後者と
して説明する考え方」について，実際の仕事場面
では両者は明確に区別されている訳ではないと
し，「2 つの業務を，個人またはチームとして一
体的に遂行していく点に，レジデンシャルワーク
の特性がある」と述べている．
　以上，レジデンシャルワークの特徴として，「日
常生活場面」や「チームワーク」をあげることが
できる．
⑵　児童養護施設におけるレジデンシャル・ソー
シャルワークの特徴
　鈴木（2001：41）は，「施設養護におけるソー
シャルワークは，日常生活の場のなかで展開され
ることに特徴がある」とし，「誰もが生きている
限り日々営む『生活』のなかで，バイスティック
の『個別化』の原則で強調された誰もが違う存在
であるという価値を見出しながら，個人の主観性
を中心に『人間らしくよりよく生きること（ウェ
ルビーイング）』を援助するところに施設養護に
おけるソーシャルワークの固有性がある」と述べ
ている．
　永井（2005：92）も，環境療法の視点から日常
生活を重視している．つまり，「日常生活全体と
いう環境を治療的に生かしていくことは，子ども
達と生活を共にし，子ども達と共にいる生活支援
の専門職であるソーシャルワーカーでこそ出来る
関わり」であるとし，入所児童にとっての環境を
「生活場面 ，つまり施設そのもの 」と捉えてい
る．
　そして，伊藤は，児童養護施設で行うソーシャ
ルワークの介入・調整活動がもつ特徴として以下
の点をあげている．
　①　 支援目標や目的に応じて，介入・調整の場
面や手段・主たる担い手は異なる．
　②　 一人の子ども（あるいは親子）に対して複
数の介入・調整が同時あるいは連続的に行
われる．
　③　 さまざまな介入・調整活動の基盤となるの
は日常生活場面における介入・調整活動を
通して構築した職員―子ども間の信頼関係
である．
　④　 あらゆる介入・調整活動が最終的（長期的）
に目標とするのは，子どもの自立支援であ
る（伊藤 2012：105-106）．
　また，山田は，「児童養護施設における実践は，
ケアワーク（＝保育）とソーシャルワークが明確
に分離されておらず，大半の業務が職員相互に
オーバーラップしつつ展開されているのが特徴」
であるとし，以下のように述べている．
　　 　業務全体を見渡せば，児童自立支援計画に
沿ったチームケアの推進，家庭支援相談員が
担う親への対応，リービングケアやアフター
ケア，施設の小規模化の取組みや工夫，子ど
もの権利ノートの活用・自己評価・第三者評
価・基幹的職員によるスーパービジョン体制
確立などの権利擁護・サービス向上の実践，
里親支援や地域の子育て支援，要保護児童対
策地域協議会への参画・学校との連携など，
ソーシャルワーク実践は豊富にある（山田 
2015：104）．
　以上，これまでの文献レビューの結果をまとめ
ると，レジデンシャル・ソーシャルワークの特
徴は，「自立支援」や「日常生活場面」，「チーム
ワーク」にあるといえる．日常生活場面やチーム
ワークはレジデンシャルワークの特徴と共通して
いるが，児童養護施設という日常生活場面で，子
ども一人ひとりを個別化し，いかにソーシャル
ワークを介在させていくのかが重要だといえる．
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その際，ソーシャルワークとケアワークは実際の
業務において未分化な状態であるゆえ，職員同士
のチームワークで推進していくことが求められ
る．そして，何よりもレジデンシャル・ソーシャ
ルワークの展開過程においては，子どもと職員と
の信頼関係を基盤とし，子どもの「自立支援」を
念頭においておく必要がある．
Ⅲ．考察
　ここでは，これまでの文献レビューの結果から
レジデンシャル・ソーシャルワークの現状と課題
を踏まえ，今後の研究の課題を考察する．
　⑴児童養護施設の機能と役割では，それらを整
理した上で，レジデンシャル・ソーシャルワーク
の「自立支援機能」，「家族支援機能」，「地域支援
機能」の必要性について述べた．
　また，⑵のケアワークとソーシャルワークの関
係では，生活場面面接の概念を使用することに
よって，両者は連続性があるものと捉えた．
⑴　児童養護施設の機能と役割
　図 1 のように，児童養護施設における機能と役
割を整理した．レジデンシャル・ソーシャルワー
クは，「自立支援機能」，「家族支援機能」，「地域
支援機能」から成り立っている．ケアワークは「養
育・保護機能」が中心であり，アドミニストレー
ションは「運営管理機能」を担っている．この三
者は実践現場において綿密に関連し合っており，
切り離して考えること自体困難である．
図 1　児童養護施設における機能と役割の三層構造
自立支援機能家族支援機能地域支援機能
レ ジ デ ン シ ャ ル・
ソーシャルワーク
養育・保護機能 ケアワーク
運営管理機能
アドミニストレー
ション
　まず，児童養護施設における日常生活は養育・
保護機能中心のケアワークが土台（基本）である
が，自立支援計画に顕著に見られるよう，自立支
援機能はレジデンシャル・ソーシャルワークに欠
かせないものになっている．
　岩間（2000：105）は，「ケアワークによっても
たらされる精神的安定は，児童養護施設における
ソーシャルワーク実践における基礎となり，ひい
ては子どもが抱える心理的・精神的な外傷を癒す
養護施設実践につながる」と述べている．
　小川（2011：83）も，「児童養護施設の中心機
能は養育（ケアワーク）であるが，利用者への適
切な関わりのためには，ソーシャルワークが不可
欠である」とし，「子どもや家族が抱える個別的・
社会的課題に対して，ソーシャルワークの方法を
基盤とするソーシャルワーク・スキルを駆使しな
がら，養育（ケアワーク）を通しての実践が展開
されて」いると述べている．
　そして，レジデンシャル・ソーシャルワークを
行うにあたり，その前提としてのアドミニスト
レーションも重要である．理念・方針，人事管理，
財務管理等の運営管理機能が十全に発揮してこそ
ソーシャルワークは生きてくるのである．この点
は小笠原（1991）や秋山（2008）も述べており，
筆者の実務経験から考えても，施設職員は良くも
悪くも組織の一員であることに制限される側面が
あるといえる．つまり，人権と社会正義の実現の
ために自主性をもって主体的に判断し遂行するこ
とが専門職に求められるが，実際には組織の構造
や機能，制約等の運営管理のバランスで総合的に
判断することになりやすい．
　よって，専門職として子ども（家族）の最善の
利益を追求するソーシャルワークを行える環境を
いかに整備していくのかがアドミニストレーショ
ンにおける重要課題であることを指摘しておく．
　また，家族支援機能（ファミリーソーシャル
ワーク等），地域支援機能（施設の社会化，地域
の子育て家庭支援，里親・ファミリーホーム支援
等）も児童養護施設におけるレジデンシャル・ソー
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シャルワークにますます求められるものである．
　その際，家族支援に関しては，必ずしも家族再
統合を目標にする必要はなく，電話連絡や面会交
流等を含むそれぞれの家族にあった幅のある多様
な支援と捉える必要がある．また，地域支援に関
しては，児童養護施設は児童福祉施設であり，地
域福祉施設でもあるという認識がより一層必要で
あるといえよう．
　一方，現在，都道府県においては，「家庭的養
護推進計画」が策定されている．これは，平成23
年 7 月にまとめられた「社会的養護の課題と将来
像」（厚生労働省 2011）に掲げられた目標の実現
に向け，社会的養護を必要とする児童の養育環境
の質を向上させるために，児童養護施設等の小規
模化や地域分散化，里親・ファミリーホームの推
進を具体的かつ計画的に推進するための 15 年間
の計画（平成27～41年度）である．
　「社会的養護の課題と将来像」において，「施
設のソーシャルワーク機能を高め，施設を地域の
社会的養護の拠点とし，これらの家族支援，地域
支援の充実を図っていくことが重要である」と述
べられている（厚生労働省 2011）．
　そして，「児童養護施設運営指針」では，「施設
は社会的養護の地域の拠点として，施設から家庭
に戻った子どもへの継続的なフォロー，里親支
援，社会的養護の下で育った人への自立支援やア
フターケア，地域の子育て家庭への支援など，専
門的な地域支援の機能を強化し，総合的なソー
シャルワーク機能を充実していくことが求められ
る」，「ソーシャルワークとケアワークを適切に組
み合わせ，家庭を総合的に支援する仕組みづくり
が必要である」，「社会的養護は，従来の『家庭代
替』の機能から，家族機能の支援・補完・再生を
重層的に果たすさらなる家庭支援（ファミリー
ソーシャルワーク）に向けた転換が求められてい
る」と述べられている（厚生労働省 2012）．
　日本社会福祉実践理論学会ソーシャルワーク研
究会（1998：82）は，ソーシャルワークのあり方
に関する調査研究の中で，児童養護施設の「児童
指導員は施設内のケアワークとしての業務が中心
である」が，「ケースマネジメント（連絡，調整，
企画，運営），ケースコーディネート（評価，反
省）といったソーシャルワーカーとしての機能，
役割が今後，求められるのは疑う余地がない」と
指摘している．
　以上，児童養護施設の子どもとその家族が抱え
る問題が多様かつ複雑化している中，家庭的養護
推進のためにも，レジデンシャル・ソーシャルワー
クの機能と役割がより一層求められており，その
体系化は実践現場にとっても意義のあることだと
いえる．
⑵　ケアワークとソーシャルワークの関係
　先行研究を整理すると，ケアワークとソーシャ
ルワークの関係としてケアワークがソーシャル
ワークの一部という見解が多いが，深谷（1997）
や稲垣（2014）が述べる生活場面面接を結節点に
位置づけ，ケアワークとソーシャルワークは連続
性があるものとすると，図 2 のように捉えること
もできる．ここで，ケアワークとソーシャルワー
クを区別して描いているのは，ケアワークは養
育・保護に関する日常生活支援が，ソーシャル
ワークは自立支援，家族支援，地域支援が中心に
展開されていることの独自性・固有性を強調する
ためである．
図 2　児童養護施設におけるケアワークとソー
シャルワークの関係
　　 ࠰࡯ࠪࡖ࡞ࡢ࡯  ࠢࠤࠕࡢ࡯ࠢ ↢ᵴ႐㕙㕙ធ 
　生活場面面接を，いわゆる心理療法室や相談室
のみでなく，日常生活場面（居室，リビング，廊
下，園庭等）を意図的かつ積極的に活用すること
で，子ども一人ひとりのニーズ把握やその解決や
174  高知県立大学紀要　社会福祉学部編　第66巻 
緩和，軽減を図るといったソーシャルワークの方
法として用いるのである．
　つまり，ケアワークが中心になりがちな日常生
活場面をソーシャルワークの視点（フィルター）
を通してみると，ソーシャルワークの素材が多様
に浮かび上がってくるので，それを意図的に活用
するのである．柴田（1980）も「構造化されない
接触や働きかけの中に，援助の要素を発見」し， 
「生活場面面接の原理を導入することによって，
組織化し，伝統的 SW の実践が可能なことを示唆」
している．　　
　生活場面面接を行うにあたっては，自立支援計
画が軸となるだろう．1997年の児童福祉法改正が
児童養護施設にとっては大きな転機点となり，
「自立支援」の文言が新たに追加され，施設に自
立支援計画の策定が義務付けられたことはソー
シャルワークを展開する上で画期的なことであっ
た．自立支援計画はケアマネジメントの考え方に
も基づいており，実践現場では計画の策定・実
行・モニタリング・評価を一連の流れとしながら
ソーシャルワークが全面的に展開されていく．
　以上，ケアワークがソーシャルワークの一部と
捉えている先行研究が多い中，筆者は実務経験か
らも，ケアワークとソーシャルワークは独自の領
域と専門性を持ちながらも連続性があり，橋本
（2004）が述べるような相補性があることに着目
する．
　以上，先行研究も少なく限られた文献からの考
察であったが，児童養護施設におけるレジデン
シャル・ソーシャルワークの体系化は概念規定を
含め未だに発展途上ということが明らかになっ
た．レジデンシャル・ソーシャルワークの概念規
定は実践現場におけるレジデンシャル・ソーシャ
ルワークの機能と役割を整理し，独自性・固有性
を示すことで定義づけられていく側面もあろう．
　近江は（2013：84），「児童へのケアワークと児
童へのソーシャルワークのすみ分け，保護者への
ソーシャルワーク，地域住民や関係機関とのソー
シャルワークといういくつかの層におけるソー
シャルワークの展開など，児童養護施設に固有の
ソーシャルワークを整理することがせまられる事
態となっている」と述べている．
　また，天羽（2009：119）は，レジデンシャル・
ソーシャルワークをソーシャルワークの方法と
して確立するにあたり，「ソーシャルワークの理
念に現実を引き付けるのではなく，現実からソー
シャルワークの理念を引き付ける方法を採用しな
ければならない」と述べている．
　今後の課題として今回明らかにされた知見をも
とにレジデンシャル・ソーシャルワークの実像に
迫っていきたい．具体的に施設でどのような形の
レジデンシャル・ソーシャルワークが実践されて
いるのかを質的調査（インタビュー調査）で明ら
かにし，その体系化に向けて理論的・実践的な枠
組みを構築していきたい．
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